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(57)【要約】
【課題】裏補強鋼帯がなくても足場板にねじれや変形が
生じないようにする。
【解決手段】、足場板(A)は、長方形の平らな鋼板が、
両側下方に横断面U形部(１)(２)を形成するように折曲
げられるとともに、各U形部(１)(２) の外側壁(３)(４)
上縁に続いてU形部(１)(２) の上開口を覆い同内側壁(
５) (６)上縁に至る水平部(７) (８) およびこの水平部
(７) (８) から同内側壁(５) (６)全面に重なって二重
壁をつくる垂下部(９) (１０)を形成するように折曲げ
られることにより、主構成部材(１１)が形成せられ、主
構成部材(１１)の両側U形部(１)(２) の上開口を覆う水
平部(７) (８) および両側U形部(１)(２) の内側壁(５)
 (６) 上縁どうし間の水平部(１２)が合わせて床材とな
され、横断面コ形で両側壁(１３)(１４) を有するはり
材(１５)が主構成部材(１１)の前後端に嵌め被せられか
つ溶接せられている。
【選択図】　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定幅および所定長さを有する長方形の平らな鋼板が、両側下方に横断面U形部を形成
するように折曲げられるとともに、各U形部の外側壁上縁に続いてU形部の上開口を覆い同
内側壁上縁に至る水平部およびこの水平部から同内側壁全面に重なって二重壁をつくる垂
下部を形成するように折曲げられることにより、主構成部材が形成せられ、主構成部材の
両側の二重壁を含むU形部が布材となされるとともに、主構成部材の両側U形部の上開口を
覆う水平部および両側U形部の内側壁上縁どうし間の水平部が合わせて床材となされ、横
断面コ形のはり材が主構成部材の前後端に嵌め被せられかつ溶接せられている足場板。
【請求項２】
　各横断面U形部の外側壁が外方に傾斜せしめられている請求項１記載の足場板。
【請求項３】
　横断面U形部間の水平部に少なくとも１つの横断面三角形の下向き突条が折曲げ形成せ
られている請求項１または２記載の足場板。
【請求項４】
　横断面U形部間の水平部下面と横断面三角形の下向き突条との間に水平部から直下に折
曲げられて２重になった垂直部が介在せられている請求項３記載の足場板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、足場板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の足場板は、下記特許文献１の図１に開示されているような構造であるが、この構
造では吹き上げる強い風により生じるねじれに抗する強度が不十分であり、しかも足場板
の幅の中程に作業員が来ると、床材が横断面凹円弧状に変形し、左右の布材が外に開くた
め、現実に使用されている足場板(D)は、図５に示されているようなものである。すなわ
ち、所定幅および所定長さを有する長方形の平らな鋼板が、左側下方に立ち上がり縁(２
０)を有する横断面L形部 (２１) を、右側下方に立ち上がり縁(２２) を有する横断面逆L
形部(２３) を形成するように折曲げられ、さらに横断面L形部(２１)と横断面逆L形部(２
３) 間の水平部(２４)の幅の中間に水平部(２４)から直下に折曲げられて２重になった垂
直部を頂部に有する横断面三角形の下向き突条(２５)が折曲げ形成せられることにより、
主構成部材(２６) が形成せられ、主構成部材(２６) のL形部(２１)と逆L形部(２３)が布
材となされるとともに、L形部(２１) と逆L形部(２３) の上縁間の水平部(２４)が床材と
なされ、横断面コ形で両側壁(２７)(２８) を有する鋼製はり材(２９)が主構成部材(２６
)の前後端に嵌め被せられかつ溶接せられ、さらに前後両縁にL形部(２１) の立ち上がり
縁(２０)と横断面三角形の下向き突条(２５)との間および横断面三角形の下向き突条(２
５)と逆L形部(２３)の立ち上がり縁(２２)との間にそれぞれ嵌まる梯形状立ち上がり部(
３０)を有する複数本の裏補強鋼帯(３１)が左右両布材の下水平部に跨るように渡されか
つ左右両布材および横断面三角形の下向き突条(２５)の各下水平部に直交状に溶接せられ
たものであった。
【０００３】
　なお、この明細書において、左というのは、図２～図４の左側をいい、右というのは、
同図の右側をいうものとする。また、図５に示す従来品の左右は本発明品の左右に対応す
るのとする。
【０００４】
　従来の上記足場板(D)は、上記のように前後両縁にL形部(２１) の立ち上がり縁(２０)
と横断面三角形の下向き突条(２５)との間および横断面三角形の下向き突条(２５)と逆L
形部(２３) 立ち上がり縁(２２)との間にそれぞれ嵌まる梯形状立ち上がり部(３０)を有
する複数本の裏補強鋼帯(３１)が左右両布材の下水平部に跨るように渡されかつ左右両布
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材および横断面三角形の下向き突条(２５)の各下水平部に直交状に溶接せられたものであ
るから、裏補強鋼帯(３１)分重量が増加するし、裏補強鋼帯(３１)を溶接するための手間
および溶接部分の点検・修理を必要とした。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１２８２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　解決しようとする問題点は、足場板にねじれ防止用の裏補強鋼帯を溶接することによる
重量増加および溶接の手間および溶接部分の点検・修理を必要とする点にある。
【０００７】
本発明の目的は、溶接の必要な裏補強鋼帯が存在しなくても足場板にねじれを生じること
がなくかつ床材の変形がないようにし、裏補強鋼帯のない分従来品より軽量化し得、運搬
および取扱いに便利な足場板を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明による足場板は、所定幅および所定長さを有する長方形の平らな鋼板が
、両側下方に横断面U形部を形成するように折曲げられるとともに、各U形部の外側壁上縁
に続いてU形部の上開口を覆い同内側壁上縁に至る水平部およびこの水平部から同内側壁
全面に重なって二重壁をつくる垂下部を形成するように折曲げられることにより、主構成
部材が形成せられ、主構成部材の両側の二重壁を含むU形部が布材となされるとともに、
主構成部材の両側U形部の上開口を覆う水平部および両側U形部の内側壁上縁どうし間の水
平部が合わせて床材となされ、横断面コ形のはり材が主構成部材の前後端に嵌め被せられ
かつ溶接せられているものである。
【０００９】
　請求項２の発明は、請求項１記載の足場板において、各横断面U形部の外側壁が外方に
傾斜せしめられているものである。
【００１０】
　請求項３の発明は、請求項１または２記載の足場板において、横断面U形部間の水平部
に少なくとも１つの横断面三角形の下向き突条が折曲げ形成せられているものである。
【００１１】
　請求項４の発明は、請求項３記載の足場板において、横断面U形部間の水平部下面と横
断面三角形の下向き突条との間に水平部から直下に折曲げられて２重になった垂直部が介
在せられているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の発明によれば、足場板にはその長さ方向にのびた横断面二重壁を含むU形部
が２つ存在しているので、裏補強鋼帯がなくても全体として、ねじれおよびに対して強い
構造となっており、それだけ軽量化でき、運搬および取り扱いに便利である。また、裏補
強鋼帯を溶接するための手間および溶接部分の点検・修理が不必要となった。
【００１３】
　請求項２の発明によれば、各横断面U形部の外側壁が外方に傾斜せしめられているから
、横断面U形部が布材となされたさい、横方向から衝撃が加わったときに、その外側壁が
垂直である場合よりも衝撃が逃げやすくなる。
【００１４】
　請求項３の発明によれば、足場板の長さ方向にのびた横断面U形部に加え、さらに横断
面U形部間の水平部に少なくとも１つの横断面三角形の下向き突条が折曲げ形成せられて
足場板の長さ方向にのびているから、足場板のねじれに対して一層強い構造となる。
【００１５】
　請求項４の発明によれば、横断面U形部間の水平部下面と横断面三角形の下向き突条と
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の間に水平部から直下に折曲げられて２重になった垂直部が介在せられているから、床板
の変形に対して一層強い構造となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明を実施するための最良の形態を、以下図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１および図２に示す足場板(A)は、所定幅および所定長さを有する長方形の平らな鋼
板が、両側下方に横断面U形部(１)(２)を形成するように折曲げられるとともに、各U形部
(１)(２) の外側壁(３)(４)上縁に続いてU形部(１)(２) の上開口を覆い同内側壁(５) (
６)上縁に至る水平部(７) (８) およびこの水平部(７) (８) から同内側壁(５) (６)全面
に重なって二重壁をつくる垂下部(９) (１０)を形成するように折曲げられることにより
、主構成部材(１１)が形成せられ、主構成部材(１１)の両側の二重壁を含むU形部(１)(２
) が布材となされるとともに、主構成部材(１１)の両側U形部(１)(２) の上開口を覆う水
平部(７) (８) および両側U形部(１)(２) の内側壁(５) (６) 上縁どうし間の水平部(１
２)が合わせて床材となされ、横断面コ形で両側壁(１３)(１４) を有するはり材(１５)が
主構成部材(１１)の前後端に嵌め被せられかつ溶接せられている。
【００１８】
　上記両側U形部 (１)(２) 間の水平部(１)には、１つの横断面三角形の下向き突条(１６
)が折曲げ形成せられている。この横断面三角形の下向き突条(１６)は１つに限らす、複
数あってもよい。両側U形部(１)(２)間の水平部(１３)には、横断面三角形の下向き突条(
１６)がある方が強度上好ましいが、これはなくてもよい。
【００１９】
　図２に示す足場板(A)のU形部(１)(２)の外側壁(３)(４)およびはり材(１５)の両側壁(
１３)(１４)は外方に傾斜せしめられているが、図３に示す足場板(B)のように、U形部(１
)(２)の外側壁(１７)(１８) およびはり材(１５)の両側壁(１９)(２０)は内側壁(５)(６)
と同様垂直でもよい。
【００２０】
　また、図４に示す足場板(C)は、水平部(１３) 下面と横断面三角形の下向き突条(１６)
との間に水平部(１３)から直下に折曲げられて２重になった垂直部(１９)が介在せられ、
横断面三角形の下向き突条(１６)の水平部の端部がはり材(１５)に溶接されているもので
あり、足場板(C)のねじれおよび床材の変形に対して一層強い構造となっている。
【００２１】
　なお、図１の足場板(A)は、図示の便宜上に短く示されているが、実際は長尺のもので
ある。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態の１例を示す一部を切り欠いた斜視図である。
【図２】図１のII－II線にそう拡大断面図である。
【図３】図１の実施形態の変形例を示す図２対応断面図である。
【図４】図１の実施形態のさらに他の変形例を示す図２対応断面図である。
【図５】従来の足場板を示す図１対応斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
（A）（B）（C） 足場板
（１）（２） 横断面U形部
（３）（４）(１７) (１８)　U形部の外側壁
（５）(６） U形部の内側壁
 (７)　(８)　両U形部の上開口を覆う水平部　
 (９)　(1０)　U形部の内側壁全面に重なって二重壁をつくる垂下部
 (１１)　主構成部材
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 (１２)　両側U形部の内側壁上縁どうし間の水平部
（１５） はり材
（１６） 横断面三角形の下向き突条
（１９） 水平部から真下に折り曲げられて二重になった垂直部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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